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風声雪語 －野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  高等学校関東甲信越地区合

同同窓会が11月25日の日曜日

に酪農学園東京オフィスで開催

されました。毎年行われている

同窓会で今回が17回目の開催と

なり、来賓として高校からは西

田丈夫校長と真田昭好副校長・

清澤城次副校長、酪農学園同窓

会副会長(とわの森三愛高校同

窓会長)浅野政輝様・酪農学園

同窓会関東甲信越会長の岡田勉

様はじめご来賓12名と同窓生19名の31名の出

席で、和気あいあいの楽しい合同同窓会とな

りました。 

 12時30分開始でご来賓のご挨拶と学校の現

状報告は、今年から校長が代わり西田校長に

なり、清澤副校長も新たに加わり新体制での

話も充分にして頂きました。同窓生の自己紹

介と近況報告、記念撮影を行い、3時からは近

くの居酒屋「楽蔵うたげ有楽町店」に場所を

変えての懇親会としました。 

 三愛女子高卒業の女性3人を交え、懐かしい

話や初めて聞く話、学校の近況報告やらと話

が尽きる事無く12時30分から5時までの4時間半は

あっという間に過ぎてしまいました。やさしい先

輩や同じ釜の飯を食った仲間達に助けられ、特に

今年は西田新校長になった事もあり関東甲信越地

区の役員さんも参加して頂き多いに盛り上がる事

が出来ました・・・今年も楽しかったです。 

 遠く北海道からご参加いただいたご来賓の

方々、新潟・長野から参加いただいた先輩やホー

ムページを見て参加された先輩、参加された皆様

全員に感謝すると共に酪農学園の発展を心より祈

念し同窓会の報告と致します、ありがとうござい

ました。（文責 発起人代表 半沢 司） 
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２０１７年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ６２１名 

 大   学 計   ３０，１６０名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２０，０４９名 

 合 計 計   ６１，３１７名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    

       ＊９１，５１７名 

   総合計  

    １５３，１３７名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

高等学校関東甲信越地区合同同窓会報告 



中国地区鳥取県支部総会報告 

 11月17日（土）午後7時より倉吉市内にある「倉吉シティ

ホテル」を会場に第5回鳥取県支部総会が18名の出席により

開催されました。 

  来賓として本学より竹花一成学長、中国地区会長の高蓋

和朗氏に出席頂いた。 

 総会は田中久美子事務局長の司会で進行し、門脇文生支部

長の歓迎の挨拶で開会した。会則により門脇支部長が議長と

なり議事を進行した。 

 第1号議案として平成29年度事業報告及び会計報告が資料

に基づき事務局より説明し拍手を持って承認された。第2号

議案として平成30年度事業計画が説明され同様に承認され

た。第3号議案として役員改選案が提案され支部長は門脇文

生氏の再任、事務局長は山根法明氏の新任、副支部長は角勝

計介氏の新任、田中徳行氏の再任、理事に山根法明氏、田中

久美子氏、野田年仁氏、小谷利夫氏の再任、長谷川勝也氏、

川本和昭氏の新任、監事は石賀隆好氏、岡崎純一氏が再任さ

れ総会議事が終了した。 

 次に竹花学長より来賓挨拶に続き学園の近況及び動向の報

告としてパワーポイントによる説明がなされ、変わり行く大

学の状況や映し出されるキャンバスの様子に皆が懐かしさを

深めた。特にキャンパス内に路線バスが乗り入れとなり、バ

ス停が3か所ある事に驚かされた。12号線から狭き門を潜り

校舎まで歩いた事を思い出すと便利になったものだと学園の

努力に感謝の念を抱いた。 

 その後同会場にて高蓋中国地区会長による乾杯の挨拶で懇

親会が行われた。今年も若い同窓生が多数出席し和やかな歓

談が続き、「酪農讃歌」を全員で合唱、最後に記念撮影を行

い終了した。（文責 支部長 門脇文生） 
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風声雪語 －野幌だより－ 

北海道第一地区札幌支部ミニ講演会・総会報告 

  平成30年10月28日(日)午後、江別市都市と農村の交流

センター「えみくる」において札幌支部ミニ講演会および総

会が開催されました。 

 総会に先立って開催したミニ講演会は「江別市の農業・地

域おこし運動」と題し、酪農学園大学名誉教授の工藤英一先

生にご講演いただきました。工藤先生は「江北まちづくり

会」の一員として、今回のミニ講演会の会場である「えみく

る」を拠点として、地域活動に力を注がれています。工藤先

生の講演では、地域で核となる人々との関わりやこれまで

行ってきた地域活動について紹介いただきました。また、統

計資料を基に江別市の農業の位置づけや今後の展開につい

て、地域活動で得られた知見をもとに提言いただきました。 

講演会には17名の同窓生が参加し、江別市の農業と地域活

動について理解を深めました。 

 

 引き続き開催された総会では、来賓の皆様からご挨拶をい

ただいた後、下田支部長を議長として審議を行いました。事

業計画や予算、決算に関する議案は全会一致で承認されまし

た。また、過年度からの懸案事項である江別支部設立に関す

る札幌支部としての考え方を「会則改正」という形で提起し

た第5号議案については、様々な意見をいただき、今回の総

会で会則改正は行わないものの、札幌支部としてはこれまで

通り江別市、石狩市、当別町、新篠津村在住者と一緒に、一

つの支部として活動していく方針を確認し、代議員の選出方

法の見直しなども含めた細部を検討していくことで承認され

ました。 

 

 総会終了後は、江別産小麦を生地に使用したピザ焼き体験

を開催いたしました。これは、同窓会の集まりに同窓生のご

家族も一緒に参加していただきたいと考え、企画しました。

参加した子供たちは、ピザ釜でのピザの焼き方を「江北まち

づくり会」の皆さんにご指導いただきながら楽しんでいまし

た。ピザの素材やピザ釜の火起こし、焼き方指導で全面的に

ご協力いただきました「江北まちづくり会」の皆様には、こ

の場を借りて感謝申し上げます。 

 

 おいしいピザをいただいた後、同窓会参加者の皆さんで記

念写真を撮影し、閉会となりました。今後も、同窓生の親睦

が図れるように様々な企画を考えていきたいと思います。

（文責 札幌支部事務局長） 

 

 

  

肩組んで酪農讃歌 
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第５巻 第９号（通号５７号） 

  酪農学園同窓会・獣医学科宮城県支部研修会報告  

 去る11月17日（土）15時から宮城県仙台市秋保温泉「岩

沼屋」を会場に、支部会員の参加者17名により標記の宮城県

支部研修会を開催いたしました。 

 本学ＯＢの北村直人先生（獣医学科4期生）をお招きし、

「大切なのは記録と検証」と題して診療記録等の管理や動物福

祉および愛護について講演いただきました。 

 また、10月に本学で開催された獣医学科同窓会「三愛賞」

を受賞された横山亮一氏（獣医学科14期）の受賞を記念して

お話を伺い、会員一同懇親を深めました。 

（文責 幹事：清水ゆう子、千葉 隆） 

  

九州地区沖縄県支部総会報告 

 平成30年12月１日（土）に 沖縄県支部総会が開催されま

した。 

 本来９月２９日に開催予定されていた家族参加型の動物園で

の同窓会が残念ながら台風２４号襲来で中止となった会を今回

約２か月ぶりに忘年会を兼ねてヒルトン沖縄北谷リゾートにて

開催いたしました。 

 今回は初めての試みとして往復はがきでの参集呼びかけでは

なく、メール配信と各職場や地域での周知という形をとりまし

た。またホテルのディナーバイキングを利用して個人毎の精算

の形をとるという事務方の簡素化も試みました。 

 そのためか参加人数は少なかったものの、かえって食事しな

がら各会員の近況報告や親睦が活発に行われ、盛況のうちに食

事会は終了し、総会報告事項を短時間内で承認までいただき、

記念撮影ののち閉会となりました。 

(文責 田中巧一) 

 第１０回酪進会総会報告 

 2018年11月3日札幌市「TKPガーデンシティ アパホテル

札幌」にて、酪進会総会を開催した。 

 酪進会は、酪農学科家畜管理・行動学研究室の卒業生の会と

して1982年に結成され(結成には、西埜名誉教授と東元助手、

近藤元講師および卒業生が尽力)、酪農学科の研究室体制改組に

伴い家畜管理学研究室(干場名誉教授)と家畜行動学研究室(森田

教授)の合同の卒業生の会として、4年に1度の総会(冬季オリン

ピックの年)および毎年2月の卒業生歓迎会(基本的に第3土曜

日)、年賀状の会員への送付を中心に活動を行なっている。 

 2018年11月1日現在での会員数は約800名である。本年は

総会の年であり、全会員へ案内状を送付し、酪進会総会を開催

した。総会当日の13：00からは、酪農学園大学内での現地視

察会を開催し、10名の卒業生が参加した。 

 同伴者も含めた元教員および卒業生の参加者は70名で、現3

年生(8名)、4年生(6名)を含む計84名の総会となった。総会で

は、前田会長挨拶の後、酪進会会員・会計状況、酪農学園大学

の現状を、森田教授が報告した。 

 総会後の懇親会では、出嶋副会長の挨拶の後、卒業年次ごと

の自己紹介、近況報告があり、最後は、酪農讃歌で会を閉じ

た。特に1975年3月卒業の12期卒業生は5名もの出席を得

た。また、2014年3月卒業の51期は6名と最も多い参加者の

学年であった。現役ゼミ生も参加して、卒業生との交流や、当

時・現在の研究室の様子に話の花を咲かせていた。 

 短い2時間であったが、2次会・3次会と、懐かしい同窓生と

の交流の夜はさらに続いていたようである。 

 2019年2月16日には酪進会卒業生歓迎会が、2022年11月

5日には第11回酪進会総会が予定されている。次回の開催が楽

しみである。（文責 森田茂） 
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〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 

今後の主なスケジュール（ＨＰ参照） 

2019年  

 １月１２日（土） 道央地区日高第二支部総会(静内) 

 １月２６日（土） 道東地区十勝支部総会 （帯広） 

 ２月０９日（土） 中国地区岡山県支部総会（岡山） 

 ２月１０日（日） 中国地区広島県支部総会（広島） 

 ２月１１日（月） 中国地区山口県支部総会（小郡） 

 ２月１５日（金） 石狩地区千歳市部総会 （千歳） 

 ２月１６日（土） 関東甲信越地区茨城県支部総会 

 ２月１６日（土） 四国地区香川県支部総会（高松） 

 ２月２３日（土） 道央地区北空知支部総会（深川） 

 ２月２４日（日） 中部地区三重県支部総会（津） 
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あ と が き 

 今年は全国的な風水害・台風被害と胆振東部地震等、過去

に例をみないような自然災害の多い年となりました。 

 酪農学園同窓会の活動は全国的に地区支部活動が定着して

きつつありますが、地元北海道の組織化が府県のように組織

化が進んでいない状況にありますので次年度の大きな課題と

なると思います。 

  今年度も残り3ヶ月となります。皆様にとって2019年が

良い年となりますようお祈り申し上げます。  

ワンダーフォーゲル部ＯＢ会総会・懇親会報告 

  去る11月3日(土)、定山渓温泉ホテル鹿の湯に全国からOB・

OG21名、顧問2名、現役部員14名が参集し、第3回総会が開催

されました。 

 総会では、高澤会長より開会の挨拶があり、その後審議に入

りました。決算報告、予算案、新入会員、役員改選、次回総会

の開催日程について審議が行われました。 

 2年毎に開催される総会は、3回目となり、隔年で11月の第1土

曜日に開催することが決まりました。今後も永続的に開催でき

るものと思います。 

 懇親会では参加者の個性あふれる近況報告に様々な職種での

活躍ぶりがうかがえました。話が尽きない中も時間は過ぎてい

き、あっという間に2次会、3次会へと流れていきました。伝統

の飲み会の様相となり、最後は肩を組んでの部歌唱和となりま

した。楽しく盛大に、総会・懇親会を終えました。2年後も元気

に再開することを約束して、解散となりました。（文責 森下） 

小冊子紹介：デンマークに学べー黒澤酉蔵翁・遺訓ー 

編著者 仙北富志和（学園長） 発行 酪農学園後援会 

８３ｐ １９ｃｍ  2018.7.1  

目次 はじめに 黒澤酉蔵翁の遺訓 

1節 人生の意義とは 

2節 私のデンマーク論 

3節 酪農の使命ー「健土健民」の実現 

4節 デンマークに学べ－三愛精神 

黒澤酉蔵翁の主な業績 

本冊子は、酉蔵翁が残した多くの遺訓の中から、最晩年の昭和52

年1月から57年4月にかけて月刊専門誌「近代酪農」に「酪翁百

話」として口述連載（執筆：浅田英祺）したもののうち「私のデ

ンマーク論」と題した部分を中心に抽出し、意訳・改題したもの 

です。 

＊入手ご希望の方は、実費送料分240円を添えて、上記の事務局

まで申込下さい。 

短期大学同窓会７８４の会開催報告 

 2018年11月17日（土）１８時から２３時まで、札幌市内の

ジャスマックプラザホテルを会場に参加者21名で標記の同窓会

が開催されました。 

 酪農学園短期大学同窓会７８４の会として、卒業３０年目の

２０１０年に第１回を開催しました。その後３年ごとに行い、

今回で４回目となります。 

 卒業生１２４名（宛先不明を除いた）に案内状を送り、６６

名の返信があり、そのうち２１名が出席して札幌のジャスマッ

クプラザで１次会、２次会を行いました。 

  道内だけでなく、関西や関東からも参加してもらい、和やか

に懇親を深めました。 

 ９月の台風、地震の状況、家族や仕事の話等の近況報告、北

海道の名産品を景品としたビンゴゲームを行い大いに盛り上が

りました。３年後の再会を楽しみに閉会しました。 

（文責 永井れい子 幹事 佐藤和彦、中村貴子） 


